第１回フォーラム運営委員会会議メモ（案）

日時：平成18年8月12日（土）10時～11時30分　901会議室

出席者：大窪、大嶋、笠原、春日、郡司、小泉、幸道、征矢、宅見、三嶋、山村

合計11名（敬称略）　

企画概要チェックリスト

	検討項目
	検討内容

	（１）企画目的
	自治基本条例策定市民会議は、なぜ今鎌倉に自治基本条例が必要か、を多くの市民とともに考えていくために、第1回フォーラムを開催する。

このフォーラムの主たる運営は、運営委員会が行い、市民会議全会員に参加、協力を募る。

	（２）タイトル：策定作業の検討テーマと

　　　スケジュールを照合
	「市民と行政の関係を考える」

‐自治基本条例策定市民会議第１回フォーラム‐

	（３）対象
	鎌倉市民

	（４）開催日時


	平成18年10月21日（土）

午後6時30分～8時30分　（解散９時）

	（５）次第　①開場・受付開始

　　　　　　②開会

　　　　　　③開会の挨拶

　　　　　　④市民会議プレゼンテーション

　　　　　　（⑤ビデオ鑑賞：要検討）

　　　　　　⑥講演

　　　　　　

　　　　　　⑦テーマ

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　⑧パネルディスカッション

　　　　　　

　　　　　

　　　　　⑨コーディネーター

　　　　　⑩質疑応答

　　　　　⑪閉会の挨拶

　　　　　⑫解散
	①6時

②6時30分

③市民会議代表：　　　　　

④６時30分～7時

　運営委員長：宅見正雄　　　　　
　内容：市民会議発足の背景と経過説明など

　資料作成：総務グループ

（⑤15分～20分程度のビデオ）

⑥7時00分～7時30分

　講演者：礒崎初仁氏

⑦「市民と行政の関係を考える」？

　学習会(8/31)との調整を礒崎氏と話し合う：大嶋、征矢

＊参考8/31：「自治基本条例とは何か」その必要性などについて、市民自治の基本的な知識の共有を図る。

⑧7時30分～8時30分

　5名（交渉担当者）

　鎌倉商工会議所会頭　大崎氏

　（宅見、征矢）

　行政　石渡市長または　　　部長

　（征矢）

　鎌倉市議会議長　白倉氏

　（運営委員会正副委員長、征矢）

　自治会町内会連合会会長　　　　　　

　（大嶋）

　ＮＰＯセンター理事長　　　　　　

　（小泉、郡司、山村）

・パネラーの男女比は３：２とし、依頼時に調整する。

・２１日の運営委員会の了承を経て、早期にパネラーへの交渉を開始する。

⑨礒崎初仁氏（要交渉）：大嶋、征矢

⑩8時～8時30分

担当：礒崎初仁氏

⑪市民会議代表：　　　　　

⑫9時

	（６）広報

　　　　①運営委員会広報グループの役割

　　　　

　　　　②広報手段

　　　　
	①広報グループの担当はどこまで可能か、総務グループが調整する。

集客は困難が予想されるので多手段を活用する。

ア　広報かまくら：征矢

イ　ポスター：作成者大窪、２００枚

ウ　ちらし：作成者大窪、　　　枚
エ　記者会見：委員長、事務局

オ　鎌倉ケーブルテレビ：　　　　　

カ　タウン誌：　　　　　

ク　他

	（７）集客

　　　
	市民会議会員のチラシ配布への協力を募る。

チラシ配布先のリストアップ：山村

	（８）第２回フォーラムテーマ（案）

　　　（07/01/16）

　　　第３回フォーラムテーマ（案）

　　　（07/03/24.25）
	「市政への参画、協働とは何か」

「鎌倉の目指すもの」

＊予告を兼ねたチラシを作成する。

	（９）アンケート・報告・記録・会場
	今後検討


以上
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